


　「すごい。これが同級生？」
発表者ひとりひとりの迫力に
驚きました。この迫力はどこ
から生まれてくるのだろう。
きっと、何気なく過ごしてし
まいがちな身近なことを、そ
のままにするのではなく、深
く考えているからでしょう。
私も、あのように熱意を持っ
て何かを人に伝えたいと感じ
ました。そのために、今日の経
験をもとにがんばっていきた
いです。

毎月第3日曜日はふれあい育む「家庭の日」

発表を聞いて

中学生

　よく見、よく聞き、よく考
え、体験を正直に見つめた、生
き生きとした、実感のこもっ
た、人々を引きつける発表ば
かりでした。しっかりと主張
する子どもたちが大きく見え
ました。自分の中に埋もれて
いた大切なことを掘り起こさ
れたように感じました。私も、
もっと日常に目を向けて毎日
を大切に過ごさなければなら
ない、そう気付かされた大会
でした。

来場者

　家族や地域活動、学校生活、
戦争、自分の生き方など、さま
ざまな問題を真っ直ぐな心で
見つめ、伸び伸びと発表する
姿はとても美しいと感じまし
た。大会後、発表者のだれもが
すがすがしい表情だったのが
印象的です。目をそむけず主
張を工夫する、そういった苦
労があのすがすがしさになる
のでしょう。自分も励まされ
たようで、うれしくなりまし
た。

教　員

昨年の県大会

「少年の主張発表大会」とは
　本県では、昭和46年、塩谷地区青少年育成連絡協
議会が開催した「少年の意見発表大会」が始まりで
す。第１回の県大会は昭和53年に開催されました。
現在の県大会には県内８地区の代表16名が参加
し、最優秀賞受賞者は全国大会に推薦されます。昨
年の栃木県の参加中学生総数は19,356名でした。
　全国大会は、第１回が昭和54年に国際児童年の記
念行事として開催されました。昨年の全国の参加中
学生総数は547,977名で、全国大会当日は各都道府
県代表が参加し、その中からブロック審査で選ばれ
た12名が発表しました。
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